
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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藤 堂  寿 宏
西 田  聖 仁
河 野  正 明
栄田  小奈江

　人皇第14代仲哀（ちゅうあい）天皇の御代、異国より日本征伐を企てて数万の軍勢が攻めてきました。
　その中に塵倫という身に翼があり、黒雲に乗って虚空を自由に飛び回る神通自在の大将軍がおり、国々村里を荒らし、多くの人
民を滅ぼしていました。しかし、我が国にはこの大悪鬼にかなう者がいませんでした。
　そこで仲哀天皇自ら不思議な霊力のある十善万乗（じゅうぜんばんじょう）の神変不測の弓矢を持って、神通力を持ち戦術にも
長けた鬼を退治されたという物語です。

第二幕『塵倫』（じんりん）
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　平安時代、宇多・醍醐（だいご）天皇の代に菅原道真（みちざね）はその文才を認められ、右大臣まで上り詰め、世にも稀な
出世をします。これを妬んだ左大臣・藤原時平（ときひら）は謀（はかりごと）をめぐらし、道真を落とし入れます。
　九州・太宰府に左遷された道真は無実を訴えますが許されず、その地で無念の死を迎えます。
　すると、都では天変地異が続き、大きな雷鳴がとどろいたと言います。道真は雷神となり、鬼となり果てた時平を討つ。
という物語ですが、小原神楽団では時平ではなく伴大納言を討つ物語になっています。

第一幕『天神』（てんじん）

小原神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
小原神楽団は島根県矢上より、およそ280年前に教わり今日まで伝承されています。
昭和61年には小原大元神楽が県の無形文化財に指定され、現在も大元神楽の系統を受け継ぎ七年毎の式年祭には
小原大蔵神社に吉ヶ口中州に祀られる大元神を迎え、伝承しています。
現在は少人数の団員数ながら郷土芸能の伝承のため努力しています。

こばらかぐらだん


